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第３1回　下仁田町からっ風駅伝大会

　２月２日（日）、下仁田中学校を発着し湯前を周回する、下仁田町からっ風駅伝大会が開催されました。
当日はときおり小雨の降る天候でしたが、参加した子どもから大人まで７７チームは熱戦を繰り広げ、駅伝を楽しみま
した。�結果は次のとおりです。（敬称略）

上段：チーム名　（特別賞）上段：順位
下段：記録　　　　　　　　下段：チーム名入賞者成績表

クラス １　位 ２　位 ３　位 特別賞（とび賞）

①４０分００秒
②４８分３０秒

かくしタイム賞 チーム名 記　録 タイム差
群馬県信用組合下仁田支店

馬山保育園Ａ

※同タイムの場合は、競技規則により順位を決定。
４０分０２秒
４８分０９秒

２秒
２１秒

小学生男子の部

小学生女子の部

中学生男子の部

中学生女子の部

一般の部

壮年の部

申告タイムの部

ジョギング・
ウォークの部

ミニバスベストファイブ
３４分５８秒

ミニバス最強ファイブ
３８分１８秒

下中ハンド部Ａ
３０分０２秒

女バスＡ
３８分３０秒

群馬県信用組合
野球部
３１分２１秒
転倒夢士
３７分３２秒

下町親睦会young
タイム差
申　　告
記　　録

１３秒
３２分００秒
３２分１３秒

馬山保育園Ａ
タイム差
申　　告
記　　録

９秒
４８分００秒
４８分０９秒

九峰スターズＡ
３６分０８秒

ミニバスファイターズ
４０分１０秒

ソフトテニス部Ａ
３１分５５秒

女バスＢ
４３分４９秒

下仁田町森林組合
３３分５２秒

てっぺい陸上くらぶＡ
４３分５２秒
チーム Ｉ

タイム差
申　　告
記　　録

３３秒
４４分４４秒
４５分１７秒

馬山エンジェルスＢ
タイム差
申　　告
記　　録

２８秒
５２分１０秒
５２分３８秒

柔道教室Ａ
３６分２１秒

チームＦ
４５分２４秒

下仁田中学校陸上部
３３分２３秒

こもれび
３９分１５秒

下中ハンド・陸上部
タイム差
申　　告
記　　録

３９秒
３１分１２秒
３０分３３秒

馬山エンジェルスＡ
タイム差
申　　告
記　　録

３１秒
５２分００秒
５２分３１秒

ファミリーウォークの部
（設定タイム）
２２分５０秒

ちあき
タイム差
記　　録

１分２５秒
２４分１５秒

サワジャニカ
タイム差
記　　録

１分２６秒
２４分１６秒

チーム鈴木２５４
タイム差
記　　録

１分３１秒
２４分２１秒

４位

ミニバスリトルファイブ

４位

チームＷ

４位

下中ハンド部Ｂ

４位

群馬県信用組合下仁田支店

７位

チームＡ

７位

チームＨ

７位

下仁田中野球部Ｂ

６位

ﾁｰﾑ走る!走る!俺たち!!

９位

チームＸ

１０位

チームＧ

９位

ソフトテニス部Ｂ

４位
下町親睦会Middle

４位
だいちゃんなめこ

４位
神戸建設Ａ
１４位
SE組

７位
下中ハンド部Ｃ

７位
ニコニコちーちゃん

７位
馬山保育園Ｂ

９位
神戸建設Ｂ

１０位
馬山保育園Ｃ

１６位
下町親睦会Old
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

当町初の銀章受賞
　２月７日（金）富岡市かぶら文化ホールにて行われた群馬県交通安全大会において、下仁田町交通安全指導
員の佐藤敬之さんが特別表彰（銀章）を受賞しました。
　特別表彰（銀章）は交通指導員として２０年以上にわたり継続してその業務に精励された方に贈られる表彰
で下仁田町交通指導員としては昭和４３年の発足以来、初となる受賞となりました。

郡かるた大会で激闘、旭町子ども会県大会６位入賞！
�１月２６日（日）、下仁田町公民館で第３９回「甘楽郡子ども会上毛かるた大会」が開催され、小学生低学年団体
の部で旭町子ども会が優勝しました。また、小学生低学年個人の部・�橋祈来さん、小学生高学年団体の部・仲
町子ども会が準優勝、小学生高学年個人の部では近藤南月さんが３位と健闘した他、下仁田町の子どもたちが
多数出場し熱戦を繰り広げました。 (別表)
○甘楽郡かるた大会入賞者

　また、２月９日（日）には上毛かるた競技県大会が前橋市ぐんま武道館で行われ、甘楽郡の代表として旭町子
ども会チームが出場しました。当日は記録的な大雪に見舞われるハプニングがありましたが、チーム一丸とな
って戦い、見事６位入賞を果たしました。

▲写真中央が「佐藤敬之」さん。写真後方は交通指導員の
　みなさん。

▲当町初となる銀章受賞を称え、花束の贈呈が行われました。
　受賞おめでとうございました。

平成２５年度　第３９回甘楽郡子ども会上毛かるた大会入賞者

小学生低学年団体

小学生低学年個人

小学生高学年団体

小学生高学年個人

優　勝

準優勝

準優勝

第３位

旭町子ども会（下仁田)

　橋　祈来(下仁田)

仲町子ども会(下仁田)

近藤　南月(下仁田)
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民公 館だより
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【下仁田町公民館】
q82-3535  FAX82-5489

第
３４
回
西
牧
地
区

作
品
展
示
会

　
西
牧
地
区
の
方
々
の
趣
味
や

特
技
を
生
か
し
た
作
品
を
一
堂

に
公
開
す
る
、西
牧
地
区
作
品

展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大

勢
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
期
　
日
　
３
月
８
日（
土
）〜

９
日（
日
）

◆
時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
５
時（
９
日
は
３
時
）

◆
場
　
所
　
本
宿
社
会
体
育

館（
旧
西
中
学
校
体
育
館
）

◆
展
示
作
品
　
手
芸
・
絵
画
・

押
し
花
・
写
真
な
ど

◆
問
合
せ
先
　
事
務
局
　
勅
使

川
原
　
興
和
　
q
８４
ー
２
２
９

５「
つ
く
し
書
道
会
」
会
員
募

集
！！

　
つ
く
し
書
道
会
は
、毎
月
２
回
、

公
民
館
で
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
書
道
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
練
習
日
　
第
２
・
４
火
曜
日

午
後
１３
時
３０
分
〜
１６
時
頃

◆
場
　
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
技
術
伝
承
室

◆
講
　
師
　
横
尾
　
隆
雲
　

先
生

◆
募
集
受
付
　
佐
藤
　
和
江（
q

８２
ー
３
１
２
２
）

文
化
協
会
の
サ
ー
ク
ル
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
３８
団
体
が
下
仁
田
町
文

化
協
会
に
加
入
し
て
お
り
、絵
手

紙
・
書
道
・
コ
ー
ラ
ス
・
茶
道
・
舞

踊
・
大
正
琴
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
興
味

を
持
た
れ
た
方
は
、見
学
も
出

来
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

図
書
室
よ
り
お
知
ら
せ

　
こ
の
時
期
進
学
や
転
出
が
多

い
た
め
、家
に
借
り
た
ま
ま
返
し

て
い
な
い
本
が
な
い
か
ど
う
か
、も

う
一
度
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

返
却
期
日
が
過
ぎ
て
い
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、あ
り
ま
し
た

ら
図
書
室
ま
で
必
ず
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　１月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室にお越しください。また、本の

リクエストも随時受け付けていますので、よろしくお願いします。

書　　名

ノボさん　小説正岡子規と夏目漱石

ぺコロスの母に会いに行く

十和子イズム～美をアップデート！～

感受体のおどり

面倒だから、しよう

作りおきサラダ～冷めてもおいしい。ねかせるからもっとおいしい。～

ペテロの葬列

幸福な生活

かいけつゾロリ　まほうのランプ～ッ

著者名

伊集院　　静

岡野　雄一

君島　十和子

黒田　夏子

渡辺　和子

主婦の友社/編

宮部　みゆき

百田　尚樹

原　ゆたか/作・絵

▲県民タブレット入門講座開催しました。▲県民タブレット入門講座開催しました。

備　　考

第４２回日本漫画家協会賞優秀賞受賞作品　ドラマ化・映画化

子ども向け

新刊図書が入っています！

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ

替
え
は
、３
月
１４
日（
金
）に
な

り
ま
す
。
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【
短
歌
】

■
半
額
と
夫
が
求
め
し
藪
柑
子
植
え
替
せ
ば
紙
の
赤
き
実
ま
ざ
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
　
山
）
山
中
　
た
ね

■
尾
根
渡
る
如
月
の
風
厳
し
く
も
や
が
て
の
芽
吹
き
じ
っ
と
待
ち
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

【
草
林
俳
句
会
下
仁
田
支
部
十
二
月
句
会
】

■
深
々
と
闇
の
深
さ
の
凍
て
る
音
　
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
　
禮
子

■
神
宿
る
妙
義
山
麓
冬
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
悦
子

■
た
っ
ぷ
り
の
柚
子
浮
か
ば
せ
て
終
い
風
呂
　
　
　
　
永
井
ス
ミ
子

■
冬
晴
れ
や
「
宿
題
出
来
た
」
の
声
響
く
　
　
　
　
　
新
井
　
笑
子

■
枯
葉
舞
ふ
心
の
悩
み
転
が
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
波
江

い

み
ょ
う
ぎ
だ
け

か
た

や
ぶ

こ
う
じ

■
友
の
顔
思
い
浮
べ
つ
書
く
賀
状
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
一
郎

■
宿
の
名
を
残
す
家
並
　
花
八
手
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
志
げ
子

■
風
が
研
ぐ
仄
か
な
蒼
の
寒
満
月
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信
香

■
膝
元
に
宿
場
従
へ
山
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
文
子

■
夜
の
長
し
押
せ
ば
文
字
生
む
電
子
辞
書
　
　
　
　
今
井
　
陽
子

か
す

【
俳
句
】

■
お
っ
き
り
こ
み
亡
母
の
味
生
む
麺
平
板
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
野
牧
）
　
清
水
み
ち
代

■
春
立
ち
て
妙
義
嶽
肩
ゆ
る
め
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
　
坂
）
　
佐
藤
　
信
香

■
裏
藪
の
笹
鳴
の
声
胸
を
突
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
　
倉
）
　
清
水
　
秀
子

■
一
鍬
を
打
つ
度
迫
る
春
の
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
岡
市
）
　
佐
藤
　
政
代

■
石
碑
立
つ
ラ
イ
オ
ン
ズ
通
り
花
盛
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
崎
市
）
　
並
木
三
千
夫

■
花
び
ら
の
舞
ふ
ご
と
雪
の
降
る
日
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
仁
田
）
　
茂
木
　
久
里


